
グラフ双方向変換におけるトレースに基づく編集可能性および対応関係解析† 
Trace-based Approach to Editability and Correspondence Analysis for Bidirectional Graph Transformations 

 システムの開発の過程で変換しながら用いられるモ

デルという抽象表現（グラフ）について、情報が変換を

通じて双方向に流れるようにします。双方向対応の

変換を、小さなものの組み合わせで構成でき、変換

前後のグラフの対応関係が得られるのが特徴です。

設計と実装の同時発展などへの応用があります。 

 修正を工程(変換)を跨いで双方向に整合性をもって

反映させることで、発展する開発過程を堅固にします。 

本展示では、変換により対応付けられた部分の対応

関係の追跡（トレース）により、反映できない修正が与

えられた場合その理由をきちんと説明できる機構に

ついて解説します。詳しくは文献リストをご覧下さい。 
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グラフ間の同期 -- 不整合な更新についてもきちんと説明ができるシステム 
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研究内容 

本発表では、双方向変換プログラム開発環境の改良により、各変換工程間の追跡可能性の向上と従来困難だった逆変換の成否の予測や拒絶

の理由の具体的な説明を実行軌跡の解析で可能にした例をお見せします[1]。 

 モデル（模型）とは、実際のシステムを操作するかわりに、それを抽象化したものです。

モデル化により、例えばコンピュータ上でシステムの振る舞いを統計的に分析したり、シ

ステム設計段階で必要な性質を満たすかどうか検証することができます。本研究では、

モデルとして図1のようなつながりを表現するグラフを用います。枝につけられるラベル

により、つながりの種類や数値などの情報を保持することができます。 

 モデルは上記利用形態のなかで様々に変換されますが、変換を通した情報の流れが

一方的だったり、変換の記述を、小さな変換から大きな変換を合成する形で効果的に行

うことが出来ない問題点がありました。私達は、合成可能で、振る舞いが明快なグラフ

双方向変換の統合環境を開発[2]し、理論的整備を行い[5,6,7]、様々な事例[8,3,4]に適

用してその有効性の検証や改善点の洗い出しを行っています。 

図1: グラフの例 

（枝ラベルは略） 図2: 双方向変換とは 

変換元モデルへの 

追跡結果の表示 

 変換の個々の構成要素の中には、変換で記述された一貫性に反す

るために変換結果の更新を許さないものもあります。そのようなもの

から生成されたモデル要素は変更すると逆変換が拒絶されますが、

従来どの部分が該当するか、またどのような理由により一貫性に背く

のか変換結果を見ただけではわかりませんでした。今回実行軌跡（ト

レース）の解析によりこのような不正な編集に対して、反映できない理

由を明快に説明できるようになりました。また変換プログラム 

中でどの部分が結果に繋がっているかも明確に表示できる 

ようになり、各工程の対応関係を明確化できました。 

定数は更新できません。 矛盾する更新です。 

分岐の変更が検出され
ました。 
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XX行で生成された定数”String”
はターゲットモデルから更新す
ることはできません。変換の修
正を検討してください。 

修正 

ターゲットの属性name(1)とname(2)の
更新がソースモデルの属性”number”
への伝搬で競合しています。 

XX行の条件式の変数$lを
通して分岐が変わります。 http://www.prg.nii.ac.jp/projects/gtcontrib/cmpbx/ 
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双方向変換 

プログラム上の

対応箇所の表示 


